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第
３
章　

実
践
編【
中
学
校
】

中
学
校

性
教
育
に
関
す
る
各
学
年
の
主
な
学
習
内
容

第
１
学
年

第
２
学
年

第
３
学
年

生
命
尊
重

生
物
的

側
面

心
理
的

側
面

社
会
的

側
面

健
康
な
生
活
と
疾
病
の
予
防
（
保
健
体
育
・
保
健
分
野
）

・
病
原
体
が
主
な
原
因
と
な
っ
て
発
生
す
る
感
染
症

・
発
生
源
，
感
染
経
路
，
主
体
へ
の
対
策
に
よ
る
感
染
症

の
予
防

・
エ
イ
ズ
及
び
性
感
染
症
の
予
防

生
命
の
尊
さ
（
道
徳
科
）

事
例
７

生
命
の
連
続
性
（
理
科
）

・
生
物
の
成
長
と
殖
え
方

・
遺
伝
の
規
則
性
と
遺
伝
子

・
生
物
の
種
類
の
多
様
性
と
進
化

心
身
の
機
能
の
発
達
と
心
の
健
康
（
保
健
体
育
・
保
健
分
野
）

・
身
体
機
能
の
発
達

・
生
殖
に
関
わ
る
機
能
の
成
熟

節
度
、
節
制
・
相
互
理
解
、
寛
容
・
家
族
愛
、
家
庭
生
活
の
充
実
（
道
徳
科
）

友
情
、
信
頼
（
道
徳
科
）

公
正
、
公
平
、
社
会
正
義
（
道
徳
科
）

向
上
心
、
個
性
の
伸
長
（
道
徳
科
）

傷
害
の
防
止
（
保
健
体
育
・
保
健
分
野
）

・
交
通
事
故
な
ど
に
よ
る
傷
害
の
防
止
（
地
域
社
会
で

発
生
す
る
犯
罪
が
原
因
と
な
る
傷
害
と
そ
の
防
止
）

心
身
の
機
能
の
発
達
と
心
の
健
康
（
保
健
体
育
・
保
健
分
野
）

・
精
神
機
能
の
発
達
と
自
己
形
成

・
欲
求
や
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処
と
心
の
健
康

心
身
の
機
能
の
発
達
と
心
の
健
康
（
保
健
体
育
・
保
健
分
野
）

・
成
熟
の
変
化
に
伴
う
適
切
な
行
動
等

（
異
性
の
尊
重
、
性
情
報
へ
の
対
処
）事
例
１

事
例
６

事
例
２

事
例
８

い
ろ
い
ろ
な
生
物
と
そ
の
共
通
点
（
理
科
）

・
生
物
の
体
の
共
通
点
と
相
違
点

生
物
の
体
の
つ
く
り
と
働
き
（
理
科
）

・
生
物
と
細
胞

・
動
物
の
体
の
つ
く
り
と
働
き

思
春
期
の
不
安
や
悩
み
の
解
決
、
性
的
な
発
達
の
対
応
（
特
別
活
動
・
学
級
活
動
）

心
身
と
も
に
健
康
で
安
全
な
生
活
態
度
や
習
慣
の
形
成
（
特
別
活
動
・
学
級
活
動
）

男
女
相
互
の
理
解
と
協
力
（
特
別
活
動
・
学
級
活
動
）

思
春
期
の
不
安
や
悩
み
の
解
決
、
性
的
な
発
達
へ
の
対
応
（
特
別
活
動
・
学
級
活
動
）

家
族
・
家
庭
生
活
、
衣
食
住
の
生
活
（
家
庭
科
）

事
例
３

事
例
４

私
た
ち
と
現
代
社
会
（
社
会
科
・
公
民
的
分
野
）

私
た
ち
と
経
済
（
社
会
科
・
公
民
的
分
野
）

私
た
ち
と
政
治
（
社
会
科
・
公
民
的
分
野
）

私
た
ち
と
国
際
社
会
の
諸
課
題
（
社
会
科
・
公
民
的
分
野
）

目
標
に
ふ
さ
わ
し
い
探
究
活
動
（
総
合
的
な
学
習
の
時
間
）

事
例
５
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第
３
章　

実
践
編【
中
学
校
】

生殖に関わる機能の成熟

対象：第１学年 教科・領域等：保健体育科
１ 教育課程上の位置付け

第１学年 保健体育科「心身の機能の発達と心の健康」

２ 単元設定の理由
本単元の内容は、身体機能の発達について、また、生殖に関わる機能の成熟について、その発育や発達に

は、性差や個人差があることを中心に学習する。さらに、心身の機能の発達とともに精神機能の発達と自己
形成、欲求やストレスの対処と心の健康についても取り上げている。身体と精神は互いに影響し合うため、
この時期の生徒が心身ともに健康な生活を送るためにも重要な内容であることから本単元を設定した。

３ 単元計画（11時間扱い）
時 ねらい 学習内容 単元の評価規準
１
２

・身体機能の発達につい
て知る。

・器官が発育し機能が発達する時期や発
育・発達の個人差について理解する。 ・心身の機能の発達と心

の健康について理解を
深めるとともにストレ
スへの対処法を知って
いる。

・心身の機能の発達と心
の健康に関わる事象や
情報から課題を発見し
解決方法を考え、適切な
方法を選択しそれらを
伝え合っている。

・生涯を通じて心身の健
康の保持増進を目指し、
明るく豊かな生活を営
もうとしている。

３
本時

・内分泌の働きによる生殖
に関わる機能の成熟につ
いて知る。

・内分泌の働きによる生殖に関わる機能
の成熟について理解する。

４
・生殖に関わる機能の成熟

に伴う適切な行動につい
て考えている。

・成熟の変化に伴う適切な行動等につい
て理解する。

５ ・異性の尊重と性情報への
対処について理解する。

・自己の性と他人の性の違いの承認や性
情報への対処方法について理解する。

６

～

８

・精神機能の発達と自己形
成について知る。

・生活経験などの影響を受けて発達する
精神機能や自己の認識の深まりと自己
形成について理解する。

９

～

11

・欲求やストレスへの対処
と心の健康について理解
する。

・精神と身体の相互影響、欲求やストレ
スの心身への影響と適切な対処、ストレ
スへの対処の方法について理解する。

４ 本時の指導（全11時間中の３時間目）
 (1) 指導のねらい

・生殖に関わる機能の成熟について理解させるとともに、自分を大切にし、異性の体や心について理解し合
い、性に関する適切な態度を身に付けることができるようにする。

・発育・発達の時期には個人差があることを理解できるようにする。
 (2) 学習方法

・他者と話し合ったり、ノートなどに記述したり、筋道を立てて伝え合う。
・男女の体つきや機能の違い（性差）を図や絵で比較できるようＩＣＴ機器等を活用する。

(3) 評価規準
・思春期には下垂体から分泌される性腺刺激ホルモンの働きによる生殖器の発育とともに、生殖機能が発達

し、妊娠が可能になることを理解できる。
・生殖に関わる機能の発育・発達の時期には個人差があることを理解できる。

(4) 指導上の配慮事項
・生殖に関わる機能の成熟の指導に当たっては、発達の段階を踏まえること、学校全体で共通理解を図るこ

と、保護者の理解を得ることなどに配慮する。
・性の多様性を踏まえ、心の性と体の性が一致しない場合があることに配慮する。

(5) 展開

段階 学習内容・活動 教師の支援 評価規準
１ 思春期には体の

変化や男女の特徴
がはっきり現れて
くることを確認す
る。

○思春期には生殖器が
急速に発育し機能が
発達することを確認
する。

２ 自分の体と大人
の体との違いにつ
いて考える。

３ 思春期の体の変
化とホルモンにつ
いて理解する。

４ 男子の生殖機能
に つい て理 解す
る。

５ 女子の生殖機能
に つい て理 解す
る。

○他者と話し合い、違い
について多くの考え
を引き出す。

○思春期頃からホルモ
ンの影響により大人
の体へと近付いてい
くことを理解させる。

○射精（精通）が起こる
ことについて理解さ
せるとともに、個人差
があることを伝える。

○月経（初経）が起こる
ことについて理解さ
せるとともに、個人差
があることを伝える。

●思春期には下垂体か
ら分泌される性腺刺
激ホルモンの働きに
より生殖器の発育と
ともに、生殖機能が
発達し、妊娠が可能
になることを理解で
きる。

導
入

展
開

ま
と
め

６ 生殖に関わる機
能の成熟について
まとめる。

○大人の体になってい
くことについて精神
面についても併せて
考えさせる。

○習得した知識により、
異性を理解するため
にどんなことを心掛
けたいか考えさせる。

●生殖に関わる機能の
発育・発達の時期に
は個人差があること
を理解できる。

指導のポイント

自分の体と大人の体の違いは何か考えよう。

導入の工夫等
・学びの連続性を意識

し、小学校の学習内
容を振り返る。

・生殖に関わる機能の
成熟には個人差があ
ることから、他者と
の比較ではなく大人
との比較を考えさせ
る。

個人差への配慮、個別
指導について
・射精や月経が起こる

時期には個人差があ
ることを強調して伝
える。

・性に関する個人差や
多様性について悩ん
でいる場合は個別に
相談できるような雰
囲気作りや関係づく
りが大切であること
を伝える。 

指導事例１

心身の機能の発達と心の健康について、課題を発見し、その解決を目指した活動を通して、次の事項を身
に付けることができるよう指導する。
ア 心身の機能の発達と心の健康について理解を深めるとともに、ストレスへの対処をすること。

ｱ 身体には、多くの器官が発育し、それに伴い、様々な機能が発達する時期があること。また、発育・
発達の時期やその程度には、個人差があること。

ｲ 思春期には、内分泌の働きによって生殖に関わる機能が成熟すること。また、成熟に伴う変化に対応
した適切な行動が必要となること。

ｳ 知的機能、情意機能、社会性などの精神機能は、生活経験などの影響を受けて発達すること。また、
思春期においては、自己の認識が深まり、自己形成がなされること。

ｴ 精神と身体は、相互に影響を与え、関わっていること。欲求やストレスは、心身に影響を与えること
があること。また、心の健康を保つには、欲求やストレスに適切に対処する必要があること。

イ 心身の機能の発達と心の健康について、課題を発見し、その解決に向けて思考し判断するとともに、そ
れらを表現すること。

使用する教材等
・ＩＣＴ機器を活用し

男女の体つきや機能
の違いについて示
す。

・性腺刺激ホルモンの
働きが分かる資料
（教科書等）を活用
する。

・図やグラフ、絵など
で脳の下垂体から分
泌される性腺刺激ホ
ルモンについて説明
する。

生物的側面
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第
３
章　

実
践
編【
中
学
校
】

生殖に関わる機能の成熟

対象：第１学年 教科・領域等：保健体育科
１ 教育課程上の位置付け

第１学年 保健体育科「心身の機能の発達と心の健康」

２ 単元設定の理由
本単元の内容は、身体機能の発達について、また、生殖に関わる機能の成熟について、その発育や発達に

は、性差や個人差があることを中心に学習する。さらに、心身の機能の発達とともに精神機能の発達と自己
形成、欲求やストレスの対処と心の健康についても取り上げている。身体と精神は互いに影響し合うため、
この時期の生徒が心身ともに健康な生活を送るためにも重要な内容であることから本単元を設定した。

３ 単元計画（11時間扱い）
時 ねらい 学習内容 単元の評価規準
１
２

・身体機能の発達につい
て知る。

・器官が発育し機能が発達する時期や発
育・発達の個人差について理解する。 ・心身の機能の発達と心

の健康について理解を
深めるとともにストレ
スへの対処法を知って
いる。

・心身の機能の発達と心
の健康に関わる事象や
情報から課題を発見し
解決方法を考え、適切な
方法を選択しそれらを
伝え合っている。

・生涯を通じて心身の健
康の保持増進を目指し、
明るく豊かな生活を営
もうとしている。

３
本時

・内分泌の働きによる生殖
に関わる機能の成熟につ
いて知る。

・内分泌の働きによる生殖に関わる機能
の成熟について理解する。

４
・生殖に関わる機能の成熟

に伴う適切な行動につい
て考えている。

・成熟の変化に伴う適切な行動等につい
て理解する。

５ ・異性の尊重と性情報への
対処について理解する。

・自己の性と他人の性の違いの承認や性
情報への対処方法について理解する。

６

～

８

・精神機能の発達と自己形
成について知る。

・生活経験などの影響を受けて発達する
精神機能や自己の認識の深まりと自己
形成について理解する。

９

～

11

・欲求やストレスへの対処
と心の健康について理解
する。

・精神と身体の相互影響、欲求やストレ
スの心身への影響と適切な対処、ストレ
スへの対処の方法について理解する。

４ 本時の指導（全11時間中の３時間目）
 (1) 指導のねらい

・生殖に関わる機能の成熟について理解させるとともに、自分を大切にし、異性の体や心について理解し合
い、性に関する適切な態度を身に付けることができるようにする。

・発育・発達の時期には個人差があることを理解できるようにする。
 (2) 学習方法

・他者と話し合ったり、ノートなどに記述したり、筋道を立てて伝え合う。
・男女の体つきや機能の違い（性差）を図や絵で比較できるようＩＣＴ機器等を活用する。

(3) 評価規準
・思春期には下垂体から分泌される性腺刺激ホルモンの働きによる生殖器の発育とともに、生殖機能が発達

し、妊娠が可能になることを理解できる。
・生殖に関わる機能の発育・発達の時期には個人差があることを理解できる。

(4) 指導上の配慮事項
・生殖に関わる機能の成熟の指導に当たっては、発達の段階を踏まえること、学校全体で共通理解を図るこ

と、保護者の理解を得ることなどに配慮する。
・性の多様性を踏まえ、心の性と体の性が一致しない場合があることに配慮する。

(5) 展開

段階 学習内容・活動 教師の支援 評価規準
１ 思春期には体の

変化や男女の特徴
がはっきり現れて
くることを確認す
る。

○思春期には生殖器が
急速に発育し機能が
発達することを確認
する。

２ 自分の体と大人
の体との違いにつ
いて考える。

３ 思春期の体の変
化とホルモンにつ
いて理解する。

４ 男子の生殖機能
に つい て理 解す
る。

５ 女子の生殖機能
に つい て理 解す
る。

○他者と話し合い、違い
について多くの考え
を引き出す。

○思春期頃からホルモ
ンの影響により大人
の体へと近付いてい
くことを理解させる。

○射精（精通）が起こる
ことについて理解さ
せるとともに、個人差
があることを伝える。

○月経（初経）が起こる
ことについて理解さ
せるとともに、個人差
があることを伝える。

●思春期には下垂体か
ら分泌される性腺刺
激ホルモンの働きに
より生殖器の発育と
ともに、生殖機能が
発達し、妊娠が可能
になることを理解で
きる。

導
入

展
開

ま
と
め

６ 生殖に関わる機
能の成熟について
まとめる。

○大人の体になってい
くことについて精神
面についても併せて
考えさせる。

○習得した知識により、
異性を理解するため
にどんなことを心掛
けたいか考えさせる。

●生殖に関わる機能の
発育・発達の時期に
は個人差があること
を理解できる。

指導のポイント

自分の体と大人の体の違いは何か考えよう。

導入の工夫等
・学びの連続性を意識

し、小学校の学習内
容を振り返る。

・生殖に関わる機能の
成熟には個人差があ
ることから、他者と
の比較ではなく大人
との比較を考えさせ
る。

個人差への配慮、個別
指導について
・射精や月経が起こる

時期には個人差があ
ることを強調して伝
える。

・性に関する個人差や
多様性について悩ん
でいる場合は個別に
相談できるような雰
囲気作りや関係づく
りが大切であること
を伝える。 

指導事例１

心身の機能の発達と心の健康について、課題を発見し、その解決を目指した活動を通して、次の事項を身
に付けることができるよう指導する。
ア 心身の機能の発達と心の健康について理解を深めるとともに、ストレスへの対処をすること。

ｱ 身体には、多くの器官が発育し、それに伴い、様々な機能が発達する時期があること。また、発育・
発達の時期やその程度には、個人差があること。

ｲ 思春期には、内分泌の働きによって生殖に関わる機能が成熟すること。また、成熟に伴う変化に対応
した適切な行動が必要となること。

ｳ 知的機能、情意機能、社会性などの精神機能は、生活経験などの影響を受けて発達すること。また、
思春期においては、自己の認識が深まり、自己形成がなされること。

ｴ 精神と身体は、相互に影響を与え、関わっていること。欲求やストレスは、心身に影響を与えること
があること。また、心の健康を保つには、欲求やストレスに適切に対処する必要があること。

イ 心身の機能の発達と心の健康について、課題を発見し、その解決に向けて思考し判断するとともに、そ
れらを表現すること。

使用する教材等
・ＩＣＴ機器を活用し

男女の体つきや機能
の違いについて示
す。

・性腺刺激ホルモンの
働きが分かる資料
（教科書等）を活用
する。

・図やグラフ、絵など
で脳の下垂体から分
泌される性腺刺激ホ
ルモンについて説明
する。

生物的側面
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第
３
章　

実
践
編【
中
学
校
】

異性の尊重と性情報への対処

対象：第１学年 教科・領域等：保健体育科

１ 教育課程上の位置付け
第１学年 保健体育科「心身の機能の発達と心の健康」

２ 単元設定の理由
本単元の内容は、身体機能の発達について、また、生殖に関わる機能の成熟について、その発育や発達に

は、性差や個人差があることを中心に学習する。さらに、心身の機能の発達とともに精神機能の発達と自己
形成、欲求やストレスの対処と心の健康についても取り上げている。身体と精神は互いに影響し合うため、
この時期の生徒が心身ともに健康な生活を送るためにも重要な内容であることから、本単元を設定した。

３ 単元計画（11時間扱い）
時 ねらい 学習内容 単元の評価規準
１
２

・身体機能の発達につい
て知る。

・器官が発育し機能が発達する時期や発
育・発達の個人差について理解する。 ・心身の機能の発達と心

の健康について理解を
深めるとともにストレ
スへの対処法を知って
いる。

・心身の機能の発達と心
の健康に関わる事象や
情報から課題を発見し
解決方法を考え、適切な
方法を選択しそれらを
伝え合っている。

・生涯を通じて心身の健
康の保持増進を目指し、
明るく豊かな生活を営
もうとしている。

３
・内分泌の働きによる生殖

に関わる機能の成熟につ
いて知る。

・内分泌の働きによる生殖に関わる機能
の成熟について理解する。

４
・生殖に関わる機能の成熟

に伴う適切な行動につい
て考えている。

・成熟の変化に伴う適切な行動等につい
て理解する。

５
本時

・異性の尊重と性情報への
対処について理解する。

・自己の性と他人の性の違いの承認や性
情報への対処方法について理解する。

６

～

８

・精神機能の発達と自己形
成について知る。

・生活経験などの影響を受けて発達する
精神機能や自己の認識の深まりと自己
形成について理解する。

９

～

11

・欲求やストレスへの対処
と心の健康について理解
する。

・精神と身体の相互影響、欲求やストレ
スの心身への影響と適切な対処、ストレ
スへの対処の方法について理解する。

４ 本時の指導（全11時間中の５時間目）
 (1) 指導のねらい

・ホルモンの働きにより性衝動が生じることが多くなることを理解させ、誤った情報で自他を傷付けること
がないように、行動の選択について考えさせる。

(2) 学習方法
・学習資料を活用し、様々な考えを共有しながら話し合いを深め、自分自身のこととして考える。

(3) 評価規準
・異性を尊重しようとしている。
・性情報に対して、正しい情報を選択できる。

 (4) 指導上の配慮事項
・生殖に関わる機能の成熟の指導に当たっては、発達の段階を踏まえること、学校全体で共通理解を図るこ

と、保護者の理解を得ることなどに配慮する。
 (5) 展開

段階 学習内容・活動 教師の支援 評価規準
１ 本時のねらいを確

認する。
○前回の「生殖機能の成

熟」を確認し、着替え
が、小学生の中学年か
ら更衣室が別になっ
たり、人に見られるこ
との羞恥心が芽生え
たりすることを理解
させる。

２ 性的関心が高まる
と性衝動が生じる場
合があることを理解
する。

３ 性衝動のままに行
動をすると、相手の気
持ちを傷付けること
があることを知る。

４ 性衝動をあおるよ
うな性情報の情報源
の入手方法について
考える。

５ 性情報の事例が、必
要か不必要か、信頼で
きるかできないかに
ついて考える。

６ 性情報に惑わされ
ず、安心・安全に生き
ていくためには何が
できるかを考える。

○「異性に触れてみた
い」などの例を挙げ、
性ホルモンによって
脳が刺激され性衝動
が生じることを理解
させる。

○生徒とのやり取りの
中で、性衝動は相手の
気持ちを傷付けるこ
とがあることに気付
かせ、性衝動をコント
ロールする必要があ
ることを理解させる。

○生徒とのやり取りの
中から、友達や先輩、
SNS、インターネット
などが情報源である
ことを導く。

○SNS 等で知り合った
人と会うことになっ
た場合の自分の考え
を付箋紙等に記入し、
表に貼らせて、考え方
を共有させる。

○事例の危険性を伝え
るとともに、被害に遭
わないためにはどの
ようにすればよいか
を考えさせる。

●異性を尊重しよう
としている。

●性情報に対して、
正しい情報を選択
できる。

導
入

展
開

ま
と
め

７ 学習の振り返りを
する。

○異性の尊重と性情報
の対処について、自他
の心身の変化を理解
するとともに、自分の
言動が自他を傷付け
ていないか考えるよ
うに促す。

指導のポイント

指導事例２

指導上の留意点
・関心をもたなかった

り、羞恥心が少なか
ったりするなど、個
人差に配慮する。

・性情報の事例につい
ては、教科書の事例
などを活用する。

・学級全体やグループ
など実態に応じて、
様々な学習形態で指
導する。

心身の機能の発達と心の健康について、課題を発見し、その解決を目指した活動を通して、次の事項を身
に付けることができるよう指導する。
ア 心身の機能の発達と心の健康について理解を深めるとともに、ストレスへの対処をすること。

ｱ 身体には、多くの器官が発育し、それに伴い、様々な機能が発達する時期があること。また、発育・
発達の時期やその程度には、個人差があること。

ｲ 思春期には、内分泌の働きによって生殖に関わる機能が成熟すること。また、成熟に伴う変化に対応
した適切な行動が必要となること。

ｳ 知的機能、情意機能、社会性などの精神機能は、生活経験などの影響を受けて発達すること。また、
思春期においては、自己の認識が深まり、自己形成がなされること。

ｴ 精神と身体は、相互に影響を与え、関わっていること。欲求やストレスは、心身に影響を与えること
があること。また、心の健康を保つには、欲求やストレスに適切に対処する必要があること。

イ 心身の機能の発達と心の健康について、課題を発見し、その解決に向けて思考し判断するとともに、そ
れらを表現すること。

性情報の対応について考えよう。

社会的側面
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実
践
編【
中
学
校
】

異性の尊重と性情報への対処

対象：第１学年 教科・領域等：保健体育科

１ 教育課程上の位置付け
第１学年 保健体育科「心身の機能の発達と心の健康」

２ 単元設定の理由
本単元の内容は、身体機能の発達について、また、生殖に関わる機能の成熟について、その発育や発達に

は、性差や個人差があることを中心に学習する。さらに、心身の機能の発達とともに精神機能の発達と自己
形成、欲求やストレスの対処と心の健康についても取り上げている。身体と精神は互いに影響し合うため、
この時期の生徒が心身ともに健康な生活を送るためにも重要な内容であることから、本単元を設定した。

３ 単元計画（11時間扱い）
時 ねらい 学習内容 単元の評価規準
１
２

・身体機能の発達につい
て知る。

・器官が発育し機能が発達する時期や発
育・発達の個人差について理解する。 ・心身の機能の発達と心

の健康について理解を
深めるとともにストレ
スへの対処法を知って
いる。

・心身の機能の発達と心
の健康に関わる事象や
情報から課題を発見し
解決方法を考え、適切な
方法を選択しそれらを
伝え合っている。

・生涯を通じて心身の健
康の保持増進を目指し、
明るく豊かな生活を営
もうとしている。

３
・内分泌の働きによる生殖

に関わる機能の成熟につ
いて知る。

・内分泌の働きによる生殖に関わる機能
の成熟について理解する。

４
・生殖に関わる機能の成熟

に伴う適切な行動につい
て考えている。

・成熟の変化に伴う適切な行動等につい
て理解する。

５
本時

・異性の尊重と性情報への
対処について理解する。

・自己の性と他人の性の違いの承認や性
情報への対処方法について理解する。

６

～

８

・精神機能の発達と自己形
成について知る。

・生活経験などの影響を受けて発達する
精神機能や自己の認識の深まりと自己
形成について理解する。

９

～

11

・欲求やストレスへの対処
と心の健康について理解
する。

・精神と身体の相互影響、欲求やストレ
スの心身への影響と適切な対処、ストレ
スへの対処の方法について理解する。

４ 本時の指導（全11時間中の５時間目）
 (1) 指導のねらい

・ホルモンの働きにより性衝動が生じることが多くなることを理解させ、誤った情報で自他を傷付けること
がないように、行動の選択について考えさせる。

(2) 学習方法
・学習資料を活用し、様々な考えを共有しながら話し合いを深め、自分自身のこととして考える。

(3) 評価規準
・異性を尊重しようとしている。
・性情報に対して、正しい情報を選択できる。

 (4) 指導上の配慮事項
・生殖に関わる機能の成熟の指導に当たっては、発達の段階を踏まえること、学校全体で共通理解を図るこ

と、保護者の理解を得ることなどに配慮する。
 (5) 展開

段階 学習内容・活動 教師の支援 評価規準
１ 本時のねらいを確

認する。
○前回の「生殖機能の成

熟」を確認し、着替え
が、小学生の中学年か
ら更衣室が別になっ
たり、人に見られるこ
との羞恥心が芽生え
たりすることを理解
させる。

２ 性的関心が高まる
と性衝動が生じる場
合があることを理解
する。

３ 性衝動のままに行
動をすると、相手の気
持ちを傷付けること
があることを知る。

４ 性衝動をあおるよ
うな性情報の情報源
の入手方法について
考える。

５ 性情報の事例が、必
要か不必要か、信頼で
きるかできないかに
ついて考える。

６ 性情報に惑わされ
ず、安心・安全に生き
ていくためには何が
できるかを考える。

○「異性に触れてみた
い」などの例を挙げ、
性ホルモンによって
脳が刺激され性衝動
が生じることを理解
させる。

○生徒とのやり取りの
中で、性衝動は相手の
気持ちを傷付けるこ
とがあることに気付
かせ、性衝動をコント
ロールする必要があ
ることを理解させる。

○生徒とのやり取りの
中から、友達や先輩、
SNS、インターネット
などが情報源である
ことを導く。

○SNS 等で知り合った
人と会うことになっ
た場合の自分の考え
を付箋紙等に記入し、
表に貼らせて、考え方
を共有させる。

○事例の危険性を伝え
るとともに、被害に遭
わないためにはどの
ようにすればよいか
を考えさせる。

●異性を尊重しよう
としている。

●性情報に対して、
正しい情報を選択
できる。

導
入

展
開

ま
と
め

７ 学習の振り返りを
する。

○異性の尊重と性情報
の対処について、自他
の心身の変化を理解
するとともに、自分の
言動が自他を傷付け
ていないか考えるよ
うに促す。

指導のポイント

指導事例２

指導上の留意点
・関心をもたなかった

り、羞恥心が少なか
ったりするなど、個
人差に配慮する。

・性情報の事例につい
ては、教科書の事例
などを活用する。

・学級全体やグループ
など実態に応じて、
様々な学習形態で指
導する。

心身の機能の発達と心の健康について、課題を発見し、その解決を目指した活動を通して、次の事項を身
に付けることができるよう指導する。
ア 心身の機能の発達と心の健康について理解を深めるとともに、ストレスへの対処をすること。

ｱ 身体には、多くの器官が発育し、それに伴い、様々な機能が発達する時期があること。また、発育・
発達の時期やその程度には、個人差があること。

ｲ 思春期には、内分泌の働きによって生殖に関わる機能が成熟すること。また、成熟に伴う変化に対応
した適切な行動が必要となること。

ｳ 知的機能、情意機能、社会性などの精神機能は、生活経験などの影響を受けて発達すること。また、
思春期においては、自己の認識が深まり、自己形成がなされること。

ｴ 精神と身体は、相互に影響を与え、関わっていること。欲求やストレスは、心身に影響を与えること
があること。また、心の健康を保つには、欲求やストレスに適切に対処する必要があること。

イ 心身の機能の発達と心の健康について、課題を発見し、その解決に向けて思考し判断するとともに、そ
れらを表現すること。

性情報の対応について考えよう。

社会的側面
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実
践
編【
中
学
校
】

テーマ 具体策 印 理由 印 理由 印 理由 印 理由

常に本気で取り組む

時間を無駄にしない

一つ一つの練習を大切に
する

声かけをしっかりとし
て、声を大きくだす

○組合唱コン目標 「　優　勝　」 

　月　 日(　 ) 　月　 日(　 )

 達成のための振り返りカード

　月　 日(　 )

氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印の種類 ： ◎ , ○ , △ , ×

☆☆☆いいね！シール☆☆☆　月　 日(　 )

や
る
気

左の具体策がよくできていたら、
クラスメイトがシールを貼りましょ

男女相互の協力（合唱コンクールに向けて）

対象：第１学年 教科・領域等：特別活動
 
１ 教育課程上の位置付け

第１学年 特別活動「学級活動（２）イ 男女相互の理解と協力」

２ 題材設定の理由
男女相互を理解することや、互いに尊重しながら、学級活動や学校行事に協力して取り組むことは、学校

生活の充実につながると考える。男女相互の理解と協力を考えながらこれまでの学校生活を見直し、自らの
課題に気付き、改善しようとする姿勢をもたせることで、学級の雰囲気がより良いものになると考え、本単
元を設定した。

３ 指導計画
時 ねらい 学習内容 評価規準

１
本時

・各パート（男声・女声）の特
徴や個性について考えること
を通して、互いに尊重し合い
ながら協力する学級を目指そ
うとする。

・事前に振り返りを分析する。
・分析に基づき、学級・各パー
トの課題について話し合う。

・学級の協力について、個々の
課題とこれからの取組につい
て考える。

・友達と積極的にコミュニケー
ションを図っている。

・自分の考えをしっかりと伝え
ている。

・学級の協力について考え、こ
れからの取組につなげようと
している。

４ 本時の指導
 (1) 指導のねらい
・各パートの特徴を理解した上で、合唱コンクールに向けて、互いに協力しながら積極的に練習に取り組め
るようにする。

・話合い活動を通して、自分のできることを考えることができるようにする。
 (2) 学習方法
・話合い活動を通して、今、自分に何ができるのかについて、自分の考えを深める。
・分析、小グループによる話合い活動、発表・全体意見交換、まとめの流れの中で、自主的に活動する。

 (3) 評価規準
・グループで話し合い、男女の協力について自分の考えを伝えている。
・学級において互いに協力し合い、より良い合唱をするために、解決方法について考え、判断している。

(4) 指導上の配慮事項
・それぞれのパートがよさを生かすために大切なことを考えさせる。
・グループでの話合いを通して、自分の在り方を自分で決定させる。
・課題を共有できるように、毎回の練習後、振り返りシートの分析をリーダー等に行わせる。

 (5) 展開

段階 学習内容・活動 教師の支援 評価規準
１ 目標達成マップを
用いて、現状を確認
する。

○事前に集めた振り返
りシートの分析を基
に発表させる。

２ 各パートに分かれ
て、課題を抽出する。

３ １パート抜いて、
歌う。

４ それぞれについて
意見を書く。

５ ４人程度のグルー
プで話合い活動をす
る。

６ 発表・意見交換を
する。

○付箋紙を準備し、意
見を書かせる。

○上記の内容を意識さ
せて歌わせる。

○意見を書く際に、パ
ートごとの重要性を
考えさせる。

○残りの練習期間での
学級の重点項目を考
えさせる。

○振り返りシートの具
体的な取組から選ば
せる。

○学級の重点項目を決
めて、今後の取組に
生かすことができる
ように促す。

○具体的な取組を決め
させて、今後の練習
で確認できるように
する。

●グループで男女の協
力について話し合
い、自分の考えを伝
えている。

７ 個人の実践目標を
設定する。

※練習での具体的な実
践を、振り返りシー
トから考える。

○本時のまとめとし
て、学級が協力して
合唱を成功させるた
めに、自分のできる
ことを考えさせる。

●学級において互いに
協力し合い、より良
い合唱をするため
に、解決方法につい
て考え、判断してい
る。

指導のポイント

クラスで協力し、よりよい合唱を作りあげるために、
どんなことに気を付けて練習していけばよいか考えよう。

導入の工夫等
・振返りシートを毎回
の練習後に集めて学
級委員、指揮者、伴
奏者、パートリーダ
ーで、次回の練習に
向けての課題を抽出
するなど分析を行う。

指導事例３

【目標達成マップ】 【振り返りシート】

（２）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全
イ 男女相互の理解と協力

男女相互について理解するとともに、共に協力し尊重し合い、充実した生活づくりに参画すること。

考える 協力して歌う

楽しく歌う をもつ に恥じない
＜具体策１６>＜具体策１１＞

＜具体策１０> ＜具体策１３＞

＜具体策１５＞

やる気

気持ち

みんなが優勝するという気持ちで

＜具体策２>

＜具体策４>

＜具体策５＞

＜具体策９＞

一つ一つの練習を大切にする

団結

＜具体策１４>

声かけをしっかりとして、声を
大きくだす

○年○組 合唱コン 「目標達成マップ」

気持ち 自信

やる気 団結

＜テーマＡ＞

＜テーマＣ＞

＜テーマＢ＞

＜テーマＤ＞

＜具体策１＞ ＜具体策６>

常に本気で取り組む 時間を無駄にしない 相手（クラスメイト）のことを

練習で１分１秒を大切にする
最後まであきらめずに歌いき
る

しっかり歌えるようにする

気持ちを一つに…

＜具体策３＞ ＜具体策７＞ ＜具体策８>

最高のハーモニーを届ける！！

心を込めて、恥ずかしがらず 一人一人が「優勝」する気持ち

誰よりも笑顔で！！

練習を何回もして、自分のパートを

＜具体策１２>

全員で歌うこと、声をだすこと

自信

声をかけあって全体の気持ちを
高め合う

＜目標＞

優勝

目標達成マップを表
にして評価

使用する教材等
・ＩＣＴ機器（電子黒
板）を活用し、全体
で目標を共有できる
ようにする。

・目標に向けて取り組
むべき事項が分かる
ワークシート（目標
達成マップ）。

・毎回の成果や課題が
振り返られるワーク
シート（振り返りシ
ート）。

４人程度のグループの
構成
※実態に応じてグルー
プ構成を考える。

・パートごとに、各一
人ずつ入れる、パー
ト別、ランダムに４
人選ぶなど。

指導上の留意点
・体育祭や文化祭等の
行事でも、活用でき
るようにする。

導
入

展
開

ま
と
め
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第
３
章　

実
践
編【
中
学
校
】

テーマ 具体策 印 理由 印 理由 印 理由 印 理由

常に本気で取り組む

時間を無駄にしない

一つ一つの練習を大切に
する

声かけをしっかりとし
て、声を大きくだす

○組合唱コン目標 「　優　勝　」 

　月　 日(　 ) 　月　 日(　 )

 達成のための振り返りカード

　月　 日(　 )

氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印の種類 ： ◎ , ○ , △ , ×

☆☆☆いいね！シール☆☆☆　月　 日(　 )

や
る
気

左の具体策がよくできていたら、
クラスメイトがシールを貼りましょ

男女相互の協力（合唱コンクールに向けて）

対象：第１学年 教科・領域等：特別活動
 
１ 教育課程上の位置付け

第１学年 特別活動「学級活動（２）イ 男女相互の理解と協力」

２ 題材設定の理由
男女相互を理解することや、互いに尊重しながら、学級活動や学校行事に協力して取り組むことは、学校

生活の充実につながると考える。男女相互の理解と協力を考えながらこれまでの学校生活を見直し、自らの
課題に気付き、改善しようとする姿勢をもたせることで、学級の雰囲気がより良いものになると考え、本単
元を設定した。

３ 指導計画
時 ねらい 学習内容 評価規準

１
本時

・各パート（男声・女声）の特
徴や個性について考えること
を通して、互いに尊重し合い
ながら協力する学級を目指そ
うとする。

・事前に振り返りを分析する。
・分析に基づき、学級・各パー
トの課題について話し合う。

・学級の協力について、個々の
課題とこれからの取組につい
て考える。

・友達と積極的にコミュニケー
ションを図っている。

・自分の考えをしっかりと伝え
ている。

・学級の協力について考え、こ
れからの取組につなげようと
している。

４ 本時の指導
 (1) 指導のねらい
・各パートの特徴を理解した上で、合唱コンクールに向けて、互いに協力しながら積極的に練習に取り組め
るようにする。

・話合い活動を通して、自分のできることを考えることができるようにする。
 (2) 学習方法
・話合い活動を通して、今、自分に何ができるのかについて、自分の考えを深める。
・分析、小グループによる話合い活動、発表・全体意見交換、まとめの流れの中で、自主的に活動する。

 (3) 評価規準
・グループで話し合い、男女の協力について自分の考えを伝えている。
・学級において互いに協力し合い、より良い合唱をするために、解決方法について考え、判断している。

(4) 指導上の配慮事項
・それぞれのパートがよさを生かすために大切なことを考えさせる。
・グループでの話合いを通して、自分の在り方を自分で決定させる。
・課題を共有できるように、毎回の練習後、振り返りシートの分析をリーダー等に行わせる。

 (5) 展開

段階 学習内容・活動 教師の支援 評価規準
１ 目標達成マップを
用いて、現状を確認
する。

○事前に集めた振り返
りシートの分析を基
に発表させる。

２ 各パートに分かれ
て、課題を抽出する。

３ １パート抜いて、
歌う。

４ それぞれについて
意見を書く。

５ ４人程度のグルー
プで話合い活動をす
る。

６ 発表・意見交換を
する。

○付箋紙を準備し、意
見を書かせる。

○上記の内容を意識さ
せて歌わせる。

○意見を書く際に、パ
ートごとの重要性を
考えさせる。

○残りの練習期間での
学級の重点項目を考
えさせる。

○振り返りシートの具
体的な取組から選ば
せる。

○学級の重点項目を決
めて、今後の取組に
生かすことができる
ように促す。

○具体的な取組を決め
させて、今後の練習
で確認できるように
する。

●グループで男女の協
力について話し合
い、自分の考えを伝
えている。

７ 個人の実践目標を
設定する。

※練習での具体的な実
践を、振り返りシー
トから考える。

○本時のまとめとし
て、学級が協力して
合唱を成功させるた
めに、自分のできる
ことを考えさせる。

●学級において互いに
協力し合い、より良
い合唱をするため
に、解決方法につい
て考え、判断してい
る。

指導のポイント

クラスで協力し、よりよい合唱を作りあげるために、
どんなことに気を付けて練習していけばよいか考えよう。

導入の工夫等
・振返りシートを毎回
の練習後に集めて学
級委員、指揮者、伴
奏者、パートリーダ
ーで、次回の練習に
向けての課題を抽出
するなど分析を行う。

指導事例３

【目標達成マップ】 【振り返りシート】

（２）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全
イ 男女相互の理解と協力

男女相互について理解するとともに、共に協力し尊重し合い、充実した生活づくりに参画すること。

考える 協力して歌う

楽しく歌う をもつ に恥じない
＜具体策１６>＜具体策１１＞

＜具体策１０> ＜具体策１３＞

＜具体策１５＞

やる気

気持ち

みんなが優勝するという気持ちで

＜具体策２>

＜具体策４>

＜具体策５＞

＜具体策９＞

一つ一つの練習を大切にする

団結

＜具体策１４>

声かけをしっかりとして、声を
大きくだす

○年○組 合唱コン 「目標達成マップ」

気持ち 自信

やる気 団結

＜テーマＡ＞

＜テーマＣ＞

＜テーマＢ＞

＜テーマＤ＞

＜具体策１＞ ＜具体策６>

常に本気で取り組む 時間を無駄にしない 相手（クラスメイト）のことを

練習で１分１秒を大切にする
最後まであきらめずに歌いき
る

しっかり歌えるようにする

気持ちを一つに…

＜具体策３＞ ＜具体策７＞ ＜具体策８>

最高のハーモニーを届ける！！

心を込めて、恥ずかしがらず 一人一人が「優勝」する気持ち

誰よりも笑顔で！！

練習を何回もして、自分のパートを

＜具体策１２>

全員で歌うこと、声をだすこと

自信

声をかけあって全体の気持ちを
高め合う

＜目標＞

優勝

目標達成マップを表
にして評価

使用する教材等
・ＩＣＴ機器（電子黒
板）を活用し、全体
で目標を共有できる
ようにする。

・目標に向けて取り組
むべき事項が分かる
ワークシート（目標
達成マップ）。

・毎回の成果や課題が
振り返られるワーク
シート（振り返りシ
ート）。

４人程度のグループの
構成
※実態に応じてグルー
プ構成を考える。

・パートごとに、各一
人ずつ入れる、パー
ト別、ランダムに４
人選ぶなど。

指導上の留意点
・体育祭や文化祭等の
行事でも、活用でき
るようにする。

導
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３
章　

実
践
編【
中
学
校
】

性情報への対応・性犯罪被害の防止

対象：第２学年 教科・領域等：特別活動

１ 教育課程上の位置付け
第２学年 特別活動「学級活動（２）ウ 思春期の不安や悩みの解決、性的な発達への対応」

２ 単元設定の理由
性をめぐる現代的な課題の一つとして、「情報化の進展」が挙げられる。周囲の目の届かないところで、不

特定多数の人とのコミュニケーションを取ることが可能であり、ＳＮＳ等を介した性被害が増加している。
また、個人が情報を発信することも容易になっており、自画撮り被害等、新たな性被害が深刻化している。
生徒を取り巻く性に関する様々な危険から自分自身を守り、性情報に対して正しく判断できるようにしたい
と考え、本単元を設定した。

３ 単元計画（２時間扱い）
時 ねらい 学習内容 単元の評価規準

１

・学校、家庭、地域と
連携した性犯罪防止
教室（セーフティ教
室）を通して、性情
報に対する正しい判
断力を身に付ける。

・講師として警察署の方を招き、性犯
罪被害の事例や防止策について考え
る。

・性情報に関する正しい情報と誤った
情報の混在について考える。

・学校、家庭、地域と意見交換をする。

・興味、関心をもって学習に取
り組もうとしている。

・性犯罪や性犯罪被害について
理解している。

・性情報に対して正しく判断し、
性犯罪被害から自分自身を守
る方法について考えている。２

本時

・性犯罪被害の防止に
ついて、正しい知識
と判断力を身に付け
る。

・性犯罪被害について考える。
・性犯罪被害から自分自身を守る方法
について考える。

４ 本時の指導（全２時間中の２時間目）
(1) 指導のねらい
・性犯罪被害の原因や背景について理解させる。
・性犯罪被害から自分自身を守るためにどのような方法があるのか、生徒同士で考えたり、話し合わせたり
することを通して、正しい判断力を身に付けさせる。

(2) 学習方法
・自分の考えを付箋紙などに記述したり、生徒同士で話し合ったりする。
・ＩＣＴ機器等を活用し、生徒の考えや話し合った内容を全員で共有する。

(3) 評価規準
・性犯罪被害から自分自身を守る方法について考え、判断している。

(4) 指導上の配慮事項
・性犯罪被害の防止について考えさせる場面では、発達の段階を踏まえること、学校全体で共通理解を図る
こと、保護者の理解を得ることなどに配慮する。

・性犯罪被害の防止について生徒同士で考えたり、話し合ったりする場面では、他者の意見を受け入れ認め
合うこと、正しい判断について生徒自らが導けるように配慮する。

(5) 展開

段階 学習内容・活動 教師の支援 評価規準
１ 前時の復習をす
る。

・犯罪防止教室（セ
ーフティ教室）で
学んだことを確認
する。

○性犯罪被害の危険性
について確認する。

○性情報に関する誤っ
た認識について再確
認する。

２ 性犯罪被害には
どのようなものが
あるかを考える。

３ グループに分か
れて課題を選択す
る。

４ 選択した課題に
ついて、その原因
とその被害から自
分を守る方法、家
族ができること、
その他について考
える。

５ 出てきた考えを
グループで共有す
る。

６ グループごとに
発表し、情報を共
有する。

○性犯罪被害事例につい
て考えさせる。

①自画撮り被害
②
ェブサイト

○選択した課題が実際
にはどんな被害なの
か、事例を示しながら
グループごとに考え
させる。

○被害事例に応じて、自
分の考えを記入させ
る。

○被害の内容について
知識や理解のない場
合は、個別指導で情報
を提供する。

○模造紙にそれぞれの
考えを分類し、貼り付
け、考えを共有し、グ
ループごとにまとめ
てタブレットに入力
させる。

○他者の考えを受け入
れ、課題についてクラ
ス全員で共有させる。

●性犯罪被害から自分
自身を守る方法につ
いて考え、判断して
いる。

７ 性犯罪被害から
自分自身を守る方
法についてまとめ
る。

○家族との関わりや自
分自身の判断によっ
て身を守る方法を考
えさせる。

性犯罪被害から自分自身を守る方法について考えよう。

個人差への配慮、個別
指導について
・生徒の家庭環境や実
情をあらかじめ把握
し、事例について配
慮する。

・他者の考えを受け入
れ、自分の考えと併
せながら正しい判断
力へとつながるよう
に支援する。

・性犯罪被害等で悩ん
でいたり困っていた
りする生徒が個別に
相談できるよう声掛
けをする。

使用する教材等
・ＩＣＴ機器（タブレ
ット等）や模造紙を
活用し、グループで
話合いをできるよう
にする。

・事例について新聞記
事等を活用する。

指導のポイント

導入の工夫等
・犯罪防止教室で学ん
だことを、感想等を踏
まえて発言させる。
様々な意見を引き出
す。

指導事例４

（２）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全
ウ 思春期の不安や悩みの解決、性的な発達への対応

心や体に関する正しい理解を基に、適切な行動をとり、悩みや不安に向き合い乗り越えようとする
こと。

板書の写真等
・性犯罪被害の例を示
す。

・タブレットの画面を
板書に大きく示す。

・「ＳＮＳ東京ノート４
（中学生用）」（東京
都教育委員会 平成
30年３月）を活用す
ることもできる。

[模造紙・タブレット画面例]

自分

課題

その他家族

異性等を紹介するウ
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第
３
章　

実
践
編【
中
学
校
】

性情報への対応・性犯罪被害の防止

対象：第２学年 教科・領域等：特別活動

１ 教育課程上の位置付け
第２学年 特別活動「学級活動（２）ウ 思春期の不安や悩みの解決、性的な発達への対応」

２ 単元設定の理由
性をめぐる現代的な課題の一つとして、「情報化の進展」が挙げられる。周囲の目の届かないところで、不

特定多数の人とのコミュニケーションを取ることが可能であり、ＳＮＳ等を介した性被害が増加している。
また、個人が情報を発信することも容易になっており、自画撮り被害等、新たな性被害が深刻化している。
生徒を取り巻く性に関する様々な危険から自分自身を守り、性情報に対して正しく判断できるようにしたい
と考え、本単元を設定した。

３ 単元計画（２時間扱い）
時 ねらい 学習内容 単元の評価規準

１

・学校、家庭、地域と
連携した性犯罪防止
教室（セーフティ教
室）を通して、性情
報に対する正しい判
断力を身に付ける。

・講師として警察署の方を招き、性犯
罪被害の事例や防止策について考え
る。

・性情報に関する正しい情報と誤った
情報の混在について考える。

・学校、家庭、地域と意見交換をする。

・興味、関心をもって学習に取
り組もうとしている。

・性犯罪や性犯罪被害について
理解している。

・性情報に対して正しく判断し、
性犯罪被害から自分自身を守
る方法について考えている。２

本時

・性犯罪被害の防止に
ついて、正しい知識
と判断力を身に付け
る。

・性犯罪被害について考える。
・性犯罪被害から自分自身を守る方法
について考える。

４ 本時の指導（全２時間中の２時間目）
(1) 指導のねらい
・性犯罪被害の原因や背景について理解させる。
・性犯罪被害から自分自身を守るためにどのような方法があるのか、生徒同士で考えたり、話し合わせたり
することを通して、正しい判断力を身に付けさせる。

(2) 学習方法
・自分の考えを付箋紙などに記述したり、生徒同士で話し合ったりする。
・ＩＣＴ機器等を活用し、生徒の考えや話し合った内容を全員で共有する。

(3) 評価規準
・性犯罪被害から自分自身を守る方法について考え、判断している。

(4) 指導上の配慮事項
・性犯罪被害の防止について考えさせる場面では、発達の段階を踏まえること、学校全体で共通理解を図る
こと、保護者の理解を得ることなどに配慮する。

・性犯罪被害の防止について生徒同士で考えたり、話し合ったりする場面では、他者の意見を受け入れ認め
合うこと、正しい判断について生徒自らが導けるように配慮する。

(5) 展開

段階 学習内容・活動 教師の支援 評価規準
１ 前時の復習をす
る。

・犯罪防止教室（セ
ーフティ教室）で
学んだことを確認
する。

○性犯罪被害の危険性
について確認する。

○性情報に関する誤っ
た認識について再確
認する。

２ 性犯罪被害には
どのようなものが
あるかを考える。

３ グループに分か
れて課題を選択す
る。

４ 選択した課題に
ついて、その原因
とその被害から自
分を守る方法、家
族ができること、
その他について考
える。

５ 出てきた考えを
グループで共有す
る。

６ グループごとに
発表し、情報を共
有する。

○性犯罪被害事例につい
て考えさせる。

①自画撮り被害
②
ェブサイト

○選択した課題が実際
にはどんな被害なの
か、事例を示しながら
グループごとに考え
させる。

○被害事例に応じて、自
分の考えを記入させ
る。

○被害の内容について
知識や理解のない場
合は、個別指導で情報
を提供する。

○模造紙にそれぞれの
考えを分類し、貼り付
け、考えを共有し、グ
ループごとにまとめ
てタブレットに入力
させる。

○他者の考えを受け入
れ、課題についてクラ
ス全員で共有させる。

●性犯罪被害から自分
自身を守る方法につ
いて考え、判断して
いる。

７ 性犯罪被害から
自分自身を守る方
法についてまとめ
る。

○家族との関わりや自
分自身の判断によっ
て身を守る方法を考
えさせる。

性犯罪被害から自分自身を守る方法について考えよう。

個人差への配慮、個別
指導について
・生徒の家庭環境や実
情をあらかじめ把握
し、事例について配
慮する。

・他者の考えを受け入
れ、自分の考えと併
せながら正しい判断
力へとつながるよう
に支援する。

・性犯罪被害等で悩ん
でいたり困っていた
りする生徒が個別に
相談できるよう声掛
けをする。

使用する教材等
・ＩＣＴ機器（タブレ
ット等）や模造紙を
活用し、グループで
話合いをできるよう
にする。

・事例について新聞記
事等を活用する。

指導のポイント

導入の工夫等
・犯罪防止教室で学ん
だことを、感想等を踏
まえて発言させる。
様々な意見を引き出
す。

指導事例４

（２）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全
ウ 思春期の不安や悩みの解決、性的な発達への対応

心や体に関する正しい理解を基に、適切な行動をとり、悩みや不安に向き合い乗り越えようとする
こと。

板書の写真等
・性犯罪被害の例を示
す。

・タブレットの画面を
板書に大きく示す。

・「ＳＮＳ東京ノート４
（中学生用）」（東京
都教育委員会 平成
30年３月）を活用す
ることもできる。

[模造紙・タブレット画面例]

自分

課題

その他家族

異性等を紹介するウ

導
入

展
開

ま
と
め

社会的側面
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第
３
章　

実
践
編【
中
学
校
】

異性との人間関係を深めるには

対象：第２学年 教科・領域等：特別の教科 道徳 
 
１ 教育課程上の位置付け

第２学年 特別の教科 道徳「B 友情、信頼」

２ 主題設定の理由
思春期を迎える中学生の時期は、性差がはっきりしたり、異性への関心が強くなったりするとともに、意

識的に互いを避けたり、間違った理解から問題を生じさせたりすることもある。しかし、互いに理解し合い、
共に成長しようとする姿勢をもつことは、これから社会に出て行く上で大切である。各自が異性との関係を
どう捉えているかなど、今後の生き方について考えられるようにしたいと考え、主題を設定した。

３ 指導計画
時 ねらい 学習内容 評価の視点

１
本時

・異性間の関わりに対する自分
の考えを振り返り、異性間に
おいても友情を築き、関係を
深め、共に成長しようとする
態度を育てる。

・異性間のより良い関係とは何
か、それぞれの考えを出し合
い、イメージを深めた上で、
人間関係を深めていくには、
どのようなことが大切か考え
る。

・異性間の人間関係について、
自分のものの見方、考え方を
振り返ることにより、異性と
も人間としてより深い関係を
築くことの大切さについて考
えを深めることができる。

４ 本時の指導
 (1) 指導のねらい
・「異性についての理解を深める」とは、互いに相手の良さを認め合うことである。異性であっても相手のも
のの見方や考え方を正しく理解し、友情を築き、人間関係を深めることが大切であることは、同性間にお
けるものと変わりはないため、互いに正しく理解し合い、共に成長しようとする態度を育てる。

 (2) 学習方法
・異性間のより良い関係とは何か、様々な場面をイメージし、それぞれの考えを出し合い、互いの考えの違
いから学び合う。よりよい人間関係についてイメージを深めた上で、人間関係を深めていくには、どんな
ことが大切かを考える。

 (3) 評価の視点
・異性間の人間関係について、自分のものの見方、考え方を振り返ることにより、異性とも人間としてより
深い関係を築くことの大切さについて考えを深めることができる。

(4) 指導上の配慮事項
・導入で使用する事前アンケートについては、学級の実態に即した内容で作成する。

(5) 展開

段階 学習内容・活動 教師の支援 評価の視点
１ 価値への導入を行
う。

・事前アンケートの結果
より、友達の考えを知
り、自分の考えと比較
する。

・本時のねらいについて
確認する。

○小学校時代と比べ、異
性との人間関係がど
う変化してきている
か、事前にアンケート
を実施する。その結果
を示し、友達の考えと
自分の考えを比較さ
せる。

○クラスの実態から本
時のねらいを示し、本
時の学習に対して課
題意識をもたせる。

○異性同士が、より良い
人間関係を築くには、
どうすればよいのか、
考えさせる。

２ 一人一人が抱く、異
性間の人間関係につ
いて、これまでの経験
を振り返りつつ、考え
を広げる。

・異性間のより良い人間
関係とは、どのような
関係か考える。

・異性間でよりよい関係
を築いた先には、どん
なものがあるか考え
る。

○現在だけでなく、今後
の人生にも視野を広
げ、具体的にイメージ
を膨らませられるよ
うにする。

○グループで、意見を分
類させ、互いにそれに
共感できるか否か、そ
の理由を出し合わせ
る。

○グループで出された
意見を紹介し合い、ど
んな場合においても
共通するものは何か
を考えさせる。

○異性と関わる上で、自
分が得られるものに
ついて考えさせるよ
うにする。

○個人について、クラス
や社会全体について、
考えを広げさせる。

●異性間の人間関係に
ついて、自分のものの
見方、考え方を振り返
ることで、異性とも人
間としてより深い関
係を築くことの大切
さについて考えを深
めることができる。

導
入

展
開

終
末

３ 今日の授業を振り
返る。

○教師の経験を話す。
○今回の授業で感じた
こと、考えたこと、こ
れから心掛けたいこ
とをワークシートに
記入させる。

指導事例５

指導上の留意点
・共感できない意
見について、否定
するのではなく、
なぜ共感できな
いのか、それを議
題としてグルー
プで話合いを深
めさせる。また、
学級全体で共有
する際、そうした
意見を、教師が全
体に投げ掛け、議
論を広げ、考えを
深めさせる。

友情の尊さを理解して心から信頼できる友達をもち、互いに励まし合い、高め合うとともに、異性につい

ての理解を深め、悩みや葛藤も経験しながら人間関係を深めていくこと。 

指導のポイント

事前アンケート
・人間関係の変化を
感じている生徒
が多く、関係の深
まりを感じてい
る生徒がいる一
方、異性間の隔た
りを感じている
生徒もいる。その
差に何があるの
か、問題提起す
る。

切り返し発問例
・「互いに深くは
関わらない」、「干
渉しない」という
ことが「良い人間
関係」なのかを発
問し、考えさせ
る。

他者と人間関係を深めていくには、どのようなことが大切となるの
でしょう。

・人権教育プログラム（学校教育編）（東京都教育委員会　平成31年3月）のp83からの事例やp163
　からの参考資料を参照し、性的指向・性自認に係る児童・生徒にきめ細かに対応する。

社会的側面
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第
３
章　

実
践
編【
中
学
校
】

異性との人間関係を深めるには

対象：第２学年 教科・領域等：特別の教科 道徳 
 
１ 教育課程上の位置付け

第２学年 特別の教科 道徳「B 友情、信頼」

２ 主題設定の理由
思春期を迎える中学生の時期は、性差がはっきりしたり、異性への関心が強くなったりするとともに、意

識的に互いを避けたり、間違った理解から問題を生じさせたりすることもある。しかし、互いに理解し合い、
共に成長しようとする姿勢をもつことは、これから社会に出て行く上で大切である。各自が異性との関係を
どう捉えているかなど、今後の生き方について考えられるようにしたいと考え、主題を設定した。

３ 指導計画
時 ねらい 学習内容 評価の視点

１
本時

・異性間の関わりに対する自分
の考えを振り返り、異性間に
おいても友情を築き、関係を
深め、共に成長しようとする
態度を育てる。

・異性間のより良い関係とは何
か、それぞれの考えを出し合
い、イメージを深めた上で、
人間関係を深めていくには、
どのようなことが大切か考え
る。

・異性間の人間関係について、
自分のものの見方、考え方を
振り返ることにより、異性と
も人間としてより深い関係を
築くことの大切さについて考
えを深めることができる。

４ 本時の指導
 (1) 指導のねらい
・「異性についての理解を深める」とは、互いに相手の良さを認め合うことである。異性であっても相手のも
のの見方や考え方を正しく理解し、友情を築き、人間関係を深めることが大切であることは、同性間にお
けるものと変わりはないため、互いに正しく理解し合い、共に成長しようとする態度を育てる。

 (2) 学習方法
・異性間のより良い関係とは何か、様々な場面をイメージし、それぞれの考えを出し合い、互いの考えの違
いから学び合う。よりよい人間関係についてイメージを深めた上で、人間関係を深めていくには、どんな
ことが大切かを考える。

 (3) 評価の視点
・異性間の人間関係について、自分のものの見方、考え方を振り返ることにより、異性とも人間としてより
深い関係を築くことの大切さについて考えを深めることができる。

(4) 指導上の配慮事項
・導入で使用する事前アンケートについては、学級の実態に即した内容で作成する。

(5) 展開

段階 学習内容・活動 教師の支援 評価の視点
１ 価値への導入を行
う。

・事前アンケートの結果
より、友達の考えを知
り、自分の考えと比較
する。

・本時のねらいについて
確認する。

○小学校時代と比べ、異
性との人間関係がど
う変化してきている
か、事前にアンケート
を実施する。その結果
を示し、友達の考えと
自分の考えを比較さ
せる。

○クラスの実態から本
時のねらいを示し、本
時の学習に対して課
題意識をもたせる。

○異性同士が、より良い
人間関係を築くには、
どうすればよいのか、
考えさせる。

２ 一人一人が抱く、異
性間の人間関係につ
いて、これまでの経験
を振り返りつつ、考え
を広げる。

・異性間のより良い人間
関係とは、どのような
関係か考える。

・異性間でよりよい関係
を築いた先には、どん
なものがあるか考え
る。

○現在だけでなく、今後
の人生にも視野を広
げ、具体的にイメージ
を膨らませられるよ
うにする。

○グループで、意見を分
類させ、互いにそれに
共感できるか否か、そ
の理由を出し合わせ
る。

○グループで出された
意見を紹介し合い、ど
んな場合においても
共通するものは何か
を考えさせる。

○異性と関わる上で、自
分が得られるものに
ついて考えさせるよ
うにする。

○個人について、クラス
や社会全体について、
考えを広げさせる。

●異性間の人間関係に
ついて、自分のものの
見方、考え方を振り返
ることで、異性とも人
間としてより深い関
係を築くことの大切
さについて考えを深
めることができる。

導
入

展
開

終
末

３ 今日の授業を振り
返る。

○教師の経験を話す。
○今回の授業で感じた
こと、考えたこと、こ
れから心掛けたいこ
とをワークシートに
記入させる。

指導事例５

指導上の留意点
・共感できない意
見について、否定
するのではなく、
なぜ共感できな
いのか、それを議
題としてグルー
プで話合いを深
めさせる。また、
学級全体で共有
する際、そうした
意見を、教師が全
体に投げ掛け、議
論を広げ、考えを
深めさせる。

友情の尊さを理解して心から信頼できる友達をもち、互いに励まし合い、高め合うとともに、異性につい

ての理解を深め、悩みや葛藤も経験しながら人間関係を深めていくこと。 

指導のポイント

事前アンケート
・人間関係の変化を
感じている生徒
が多く、関係の深
まりを感じてい
る生徒がいる一
方、異性間の隔た
りを感じている
生徒もいる。その
差に何があるの
か、問題提起す
る。

切り返し発問例
・「互いに深くは
関わらない」、「干
渉しない」という
ことが「良い人間
関係」なのかを発
問し、考えさせ
る。

他者と人間関係を深めていくには、どのようなことが大切となるの
でしょう。

・人権教育プログラム（学校教育編）（東京都教育委員会　平成31年3月）のp83からの事例やp163
　からの参考資料を参照し、性的指向・性自認に係る児童・生徒にきめ細かに対応する。
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実
践
編【
中
学
校
】

自分の命を精一杯生ききる
教材「キミばあちゃんの椿」（出典：中学校道徳読み物資料集 文部科学省 平成 24年３月）

対象：第３学年 教科・領域等：特別の教科 道徳
 
１ 教育課程上の位置付け

特別の教科道徳「D 生命の尊さ」

２ 主題設定の理由
生命がかけがえのないものであるということについては、小学校の段階からも学んできており、知識とし

ては分かっている生徒が多い。しかし、日々の生活の中で生命について触れ、考える機会が多くない生徒も
いる。かけがえのないものであるという認識があっても、だからこそ一度失ってしまっては二度と取り戻す
ことのできない自分の命を精一杯生きようという思いまでは抱けていない場合がある。生命の尊さというと
ころに考えが及ばず、いじめに発展してしまうこともある。毎日健康で生活できている中では、そのありが
たみを感じることもなく生活していってしまう。そのため、本時の授業を通して、生命のかけがえのなさに
ついて考えさせ、自他の生命を尊重しながら与えられた自分の命を精一杯生きていく態度を育てていきたい
と考え、本単元を設定した。

３ 指導計画
時 ねらい 学習内容 評価の視点

１
本時

・自分や周囲の生命の尊さを理
解し、かけがえのない自分の
人生を精一杯生きようとす
る。

・広瀬淡窓の生き方から、かけ
がえのない自分の人生を精一
杯生きる姿勢の大切さを考え
る。キミばあちゃんの言う「生
ききる」とは、どういうこと
なのか、それぞれが自分の考
えを深める。

・自分の人生をかけがえのない
ものとし、その人生を精一杯
生きようとする気持ちをもっ
ている。

・他者のものの見方、感じ方か
ら学び、自分の考えを深めて
いる。

４ 本時の指導
 (1) 指導のねらい
・自分や周囲の生命の尊さを理解し、かけがえのない自分の人生を精一杯生きようとする態度を育てる。

 (2) 学習方法
・祐介の気持ちを追うことを通して、広瀬淡窓の生き方から、かけがえのない自分の人生を精一杯生きる姿
勢の大切さを考える。その上で、キミばあちゃんの言う「生ききる」とは、どうすることなのか、困難に
ぶつかったときに、それをどう乗り越えて生きていくのか、それぞれが自分の考えを深める。

 (3) 評価の視点
・自分の人生をかけがえのないものとし、その人生を精一杯生きようとする気持ちをもっている。
・他者のものの見方、感じ方から学び、自分の考えを深めている。

(4) 指導上の配慮事項
・学級の中に、作中の人物のように、自身や家族の病気で悩みを抱える生徒がいる場合は配慮する。

(5) 展開

段階 学習内容・活動 教師の支援 評価の視点
１ 価値への導入を行
う。

・今まで「一生懸命生
きてきた」か考える。

・本時のねらいに触れ
る。

○自分の人生をしっか
り生きるにはどうす
ればよいか発問す
る。

２ 教材「キミばあち
ゃんの椿」を読み、
生き方について話し
合う。

・声が震えてしまうほ
どに、祐介はどんな
ことを思い、悩んで
いたのか考える。

・「甘かったんだね。」
と言った祐介は、ど
んなことに気付いた
のか考える。

・寒椿のように、これ
からの人生を「生き
きる」中で、どんな
困難があるだろうか
考える。

・「生ききる」とは、ど
うすることなのか、
困難にぶつかったと
きに、それをどう乗
り越えて生きていく
のか、それぞれが自
分の考えを深める。

○教材を通読した後、
広瀬淡窓の生き方に
ついて、生徒が印象
的だったことを板書
し、まとめる。

○祐介のどんな気持ち
からくる声の震えな
のか、想像させ、考
えさせる。

○キミばあちゃんの話
から、祐介が感じ取
ったことは何か、考
えさせる。

○生徒だけの話合いで
は、考えが深まりき
らないときは、学級
全体で意見を共有し、
学級全体に問い掛け
ながら考えを深めさ
せる。

○写真を示したり、キ
ミばあちゃんの寒椿
に関する言葉を再度
取り上げたりし、寒
椿のイメージを膨ら
ませる。

●自分の人生をかけが
えのないものとし、
その人生を精一杯生
きようとする気持ち
をもっている。

導
入

展
開

終
末

３ 今日の授業を振り
返る。

○教師の経験を話す。
○学んだこと、考えた
こと、これから心掛
けたいことをワーク
シートに書かせる。

●他者のものの見方、
感じ方から学び、自
分の考えを深めてい
る。

指導のポイント

導入の工夫
・誰しもくじけた
り、後ろ向きに
なったりするこ
とはある。常に
一生懸命である
ことは難しい。
そういう気持ち
に共感する言葉
掛けをしつつ、
本時で考えてい
きたいことを伝
え、生徒が本時
の課題を自分ご
ととして考える
ことにつなげ
る。

板書の工夫
・文字カードや場
面絵を作ってお
き、出来事や印
象的な言葉を黒
板に貼り、生徒
が流れを把握し
やすくするとと
もに教材の内容
を振り返りやす
くする。

終末の工夫
・教師自身が、今
までどんな困難
に出会ってきた
のか、どのよう
にそれを乗り越
えてきたのか、
乗り越えられな
かったのかを話
す。

指導事例６

生命の尊さについて、その連続性や有限性なども含めて理解し、かけがえのない生命を尊重すること。 

どうすれば、そのような困難を乗り越えて、しっかりと「生ききる」
ことができるだろうか。

の困難さや辛さに触
れ、良いことばかり
ではないことを子供
の考えから引き出
す。

○前向きにいきること

生命尊重
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編【
中
学
校
】

自分の命を精一杯生ききる
教材「キミばあちゃんの椿」（出典：中学校道徳読み物資料集 文部科学省 平成 24年３月）

対象：第３学年 教科・領域等：特別の教科 道徳
 
１ 教育課程上の位置付け

特別の教科道徳「D 生命の尊さ」

２ 主題設定の理由
生命がかけがえのないものであるということについては、小学校の段階からも学んできており、知識とし

ては分かっている生徒が多い。しかし、日々の生活の中で生命について触れ、考える機会が多くない生徒も
いる。かけがえのないものであるという認識があっても、だからこそ一度失ってしまっては二度と取り戻す
ことのできない自分の命を精一杯生きようという思いまでは抱けていない場合がある。生命の尊さというと
ころに考えが及ばず、いじめに発展してしまうこともある。毎日健康で生活できている中では、そのありが
たみを感じることもなく生活していってしまう。そのため、本時の授業を通して、生命のかけがえのなさに
ついて考えさせ、自他の生命を尊重しながら与えられた自分の命を精一杯生きていく態度を育てていきたい
と考え、本単元を設定した。

３ 指導計画
時 ねらい 学習内容 評価の視点

１
本時

・自分や周囲の生命の尊さを理
解し、かけがえのない自分の
人生を精一杯生きようとす
る。

・広瀬淡窓の生き方から、かけ
がえのない自分の人生を精一
杯生きる姿勢の大切さを考え
る。キミばあちゃんの言う「生
ききる」とは、どういうこと
なのか、それぞれが自分の考
えを深める。

・自分の人生をかけがえのない
ものとし、その人生を精一杯
生きようとする気持ちをもっ
ている。

・他者のものの見方、感じ方か
ら学び、自分の考えを深めて
いる。

４ 本時の指導
 (1) 指導のねらい
・自分や周囲の生命の尊さを理解し、かけがえのない自分の人生を精一杯生きようとする態度を育てる。

 (2) 学習方法
・祐介の気持ちを追うことを通して、広瀬淡窓の生き方から、かけがえのない自分の人生を精一杯生きる姿
勢の大切さを考える。その上で、キミばあちゃんの言う「生ききる」とは、どうすることなのか、困難に
ぶつかったときに、それをどう乗り越えて生きていくのか、それぞれが自分の考えを深める。

 (3) 評価の視点
・自分の人生をかけがえのないものとし、その人生を精一杯生きようとする気持ちをもっている。
・他者のものの見方、感じ方から学び、自分の考えを深めている。

(4) 指導上の配慮事項
・学級の中に、作中の人物のように、自身や家族の病気で悩みを抱える生徒がいる場合は配慮する。

(5) 展開

段階 学習内容・活動 教師の支援 評価の視点
１ 価値への導入を行
う。

・今まで「一生懸命生
きてきた」か考える。

・本時のねらいに触れ
る。

○自分の人生をしっか
り生きるにはどうす
ればよいか発問す
る。

２ 教材「キミばあち
ゃんの椿」を読み、
生き方について話し
合う。

・声が震えてしまうほ
どに、祐介はどんな
ことを思い、悩んで
いたのか考える。

・「甘かったんだね。」
と言った祐介は、ど
んなことに気付いた
のか考える。

・寒椿のように、これ
からの人生を「生き
きる」中で、どんな
困難があるだろうか
考える。

・「生ききる」とは、ど
うすることなのか、
困難にぶつかったと
きに、それをどう乗
り越えて生きていく
のか、それぞれが自
分の考えを深める。

○教材を通読した後、
広瀬淡窓の生き方に
ついて、生徒が印象
的だったことを板書
し、まとめる。

○祐介のどんな気持ち
からくる声の震えな
のか、想像させ、考
えさせる。

○キミばあちゃんの話
から、祐介が感じ取
ったことは何か、考
えさせる。

○生徒だけの話合いで
は、考えが深まりき
らないときは、学級
全体で意見を共有し、
学級全体に問い掛け
ながら考えを深めさ
せる。

○写真を示したり、キ
ミばあちゃんの寒椿
に関する言葉を再度
取り上げたりし、寒
椿のイメージを膨ら
ませる。

●自分の人生をかけが
えのないものとし、
その人生を精一杯生
きようとする気持ち
をもっている。

導
入

展
開

終
末

３ 今日の授業を振り
返る。

○教師の経験を話す。
○学んだこと、考えた
こと、これから心掛
けたいことをワーク
シートに書かせる。

●他者のものの見方、
感じ方から学び、自
分の考えを深めてい
る。

指導のポイント

導入の工夫
・誰しもくじけた
り、後ろ向きに
なったりするこ
とはある。常に
一生懸命である
ことは難しい。
そういう気持ち
に共感する言葉
掛けをしつつ、
本時で考えてい
きたいことを伝
え、生徒が本時
の課題を自分ご
ととして考える
ことにつなげ
る。

板書の工夫
・文字カードや場
面絵を作ってお
き、出来事や印
象的な言葉を黒
板に貼り、生徒
が流れを把握し
やすくするとと
もに教材の内容
を振り返りやす
くする。

終末の工夫
・教師自身が、今
までどんな困難
に出会ってきた
のか、どのよう
にそれを乗り越
えてきたのか、
乗り越えられな
かったのかを話
す。

指導事例６

生命の尊さについて、その連続性や有限性なども含めて理解し、かけがえのない生命を尊重すること。 

どうすれば、そのような困難を乗り越えて、しっかりと「生ききる」
ことができるだろうか。

の困難さや辛さに触
れ、良いことばかり
ではないことを子供
の考えから引き出
す。

○前向きにいきること

生命尊重
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校
】

エイズの予防

対象：第３学年 教科・領域等：保健体育科

１ 教育課程上の位置付け
第３学年 保健体育科「健康な生活と病気の予防」

２ 単元設定の理由
思春期は心身に大きな変化が生じる時期である。身体的な成熟に伴う性的な発達に対応し、異性の尊重、

性情報への対処など性に関する適切な態度や行動の選択、性の多様性を踏まえ、発達の段階に応じた指導が
重要である。また、ＨＩＶ感染症及び性感染症の増加傾向と青少年の感染が社会問題になっていることから、
それらの疾病概念や感染経路について理解できるようにしたいと考え、本単元を設定した。

３ 単元計画（７時間扱い）
時 ねらい 学習内容 単元の評価規準

１ ・感染症の原因となる病原体や感染
の広まり方を理解する。

・感染と発病、感染症の広がりについて
理解する。

・健康な生活と疾病の
予防について理解を
深めることができ
る。

・健康な生活と疾病の
予防について、課題
を発見し、その解決
に向けて思考し判断
するとともに、それ
らを表現することが
できる。

・生涯を通じて心身の
健康の保持増進を目
指し、明るく豊かな
生活を営むことがで
きる。

２

・感染症の多くは、発生源をなくすこ
と、感染経路を遮断すること、主体
の抵抗力を高めることによって予
防できることを理解する。

・感染症から予防する態度を身に付
ける。

・感染症を予防するために有効な対策と
して、発生源をなくす、感染経路を断つ、
体の抵抗力を高めることがあることを
理解する。

３

・性感染症を理解する。
・性感染症の現状は若年層の感染が
多いこと、身体への影響を理解し、
性的接触での予防する態度を身に
付ける。

・若い世代へ広がる性感染症や性感染症
の予防について理解する。

４
本時

・エイズの病原体と感染経路、特徴を
理解する。

・ＨＩＶ感染が若い世代に増えてい
ることから、予防法を考える。

・エイズの病原体と感染経路、エイズの
特徴、ＨＩＶ感染の予防方法について理
解する。

５ ・保健・医療機関の利用について知る。
・健康の保持増進や疾病予防の役割を担
っている保健・医療機関とその利用につ
いて理解する。

６ ・医薬品の利用について知る。 ・医薬品の正しい使用について理解する。

７ ・個人の健康を守る社会の取組につ
いて知る。

・個人の健康と社会的な取組との関わり
について理解する。

４ 本時の指導（全７時間中の４時間目）
 (1) 指導のねらい
・ＨＩＶの特徴を知り、理解できるようにする。
・ＨＩＶの感染予防方法を考えることができるようにする。

 (2) 学習方法
・資料を読み取り、グループでの対話から答えを考え、導き出す。
・資料を読み取り、患者に応じて様々な状況があることを認識する。

 (3) 評価規準
・ＨＩＶとエイズの特徴を理解している。
・ＨＩＶに感染しないための予防法を考えている。

(4) 指導上の配慮事項
・日本において、若い世代のＨＩＶ感染者が増え続けていることから、次世代を担う自分たちが、ＨＩＶ感
染症と向き合うことで、正しい知識とともに社会の一員としての自覚をもたせる。

(5) 展開

段階 学習内容・活動 教師の支援 評価規準
１ 発問から病気へ
の関心をもち、本時
の説明を理解する。

○本時のねらいと、進め
方を理解させる。

２ 感染者情報シー
トから、ＨＩＶの特
徴を考え、ワークシ
ートの答え合わせ
をする。

３ ＨＩＶの特徴か
ら、感染の予防を考
える。

４ 予防法を知る。

○グループごとに、ワー
クシートを活用し、患
者の概要からＨＩＶの
特徴を見付けるように
促す。

○解答を照らし合わせな
がら、解説を加え、理
解を深めさせる。

○解答であるＨＩＶの概
要から、感染の予防を
考えさせる。

○日常生活では感染せ
ず、体液や血液が傷口
や粘膜から感染するこ
とを理解させ、予防法
の模範を示す。

●ＨＩＶとエイズの特
徴を理解している。

●ＨＩＶに感染しない
ための予防法を考え
ている。

導
入

展
開

ま
と
め

５ 学習のまとめを
する。

○理解した疾病概念や感
染経路から、正しい行
動の仕方（予防法や検
査等）についてまとめ
させる。

指導のポイント

指導上の留意点
・患者によっていろ
いろな症状や特徴
があることを伝え
させる。

・ワークシートの答
え合わせについて
は、正しい知識を
解説し、習得させ
る。

・指導に際しては、
生徒の発達の段階
を踏まえること、
学校全体での共通
理解を図ること、
保護者の理解を得
ることなどに配慮
する。

エイズの予防について考えよう。

指導事例７

健康な生活と疾病の予防について、課題を発見し、その解決を目指した活動を通して、次の事項を身に付
けることができるよう指導する。
ア 健康な生活と疾病の予防について理解を深めること。
ｵ 感染症は、病原体が主な要因となって発生すること。また、感染症の多くは、発生源をなくすこと、
感染経路を遮断すること、主体の抵抗力を高めることによって予防できること。
ｶ 健康の保持増進や疾病の予防のためには、個人や社会の取組が重要であり、保健・医療機関を有効に
利用することが必要であること。また、医薬品は、正しく使用すること。

イ 健康な生活と疾病の予防について、課題を発見し、その解決に向けて思考し判断するとともに、それら
を表現すること。

【情報シート】

導入の工夫等
・学びの連続性を意
識し、小学校の学
習内容を振り返ら
せる。

 

人
項目 Ａさん Ｂさん Ｃさん Ｄさん Ｅさん Ｆさん

（１） 病名 感染 エイズ 感染 エイズ 感染 感染

（２） 性別 男性 女性 女性 男性 男性 男性

（３）
感染経路
（原因） 性的接触 性的接触 不明 性的接触 性的接触 性的接触

（４） 感染時期 歳４カ月 歳０カ月 歳８カ月 歳０カ月 不明 歳６カ月

（５） 発症時期 していない 歳４カ月 していない 歳０カ月 していない していない

（６）

発見 認知 時期 歳２か月 歳５か月 歳３カ月 歳４カ月 歳２か月 歳３カ月

発見 認知 方法
保健所の
検査

診察・検査
結婚を機に
検査

診察・検査
パートナー
にすすめら
れて検査

保健所の
検査

（７） 現在の年齢 歳２カ月 歳１カ月 歳 歳４カ月 歳 カ月 歳７カ月

エイズの予防～患者情報からＨＩＶ・エイズの特徴を考えよう～
３年 組 番 氏名

 

生物的側面
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エイズの予防

対象：第３学年 教科・領域等：保健体育科

１ 教育課程上の位置付け
第３学年 保健体育科「健康な生活と病気の予防」

２ 単元設定の理由
思春期は心身に大きな変化が生じる時期である。身体的な成熟に伴う性的な発達に対応し、異性の尊重、

性情報への対処など性に関する適切な態度や行動の選択、性の多様性を踏まえ、発達の段階に応じた指導が
重要である。また、ＨＩＶ感染症及び性感染症の増加傾向と青少年の感染が社会問題になっていることから、
それらの疾病概念や感染経路について理解できるようにしたいと考え、本単元を設定した。

３ 単元計画（７時間扱い）
時 ねらい 学習内容 単元の評価規準

１ ・感染症の原因となる病原体や感染
の広まり方を理解する。

・感染と発病、感染症の広がりについて
理解する。

・健康な生活と疾病の
予防について理解を
深めることができ
る。

・健康な生活と疾病の
予防について、課題
を発見し、その解決
に向けて思考し判断
するとともに、それ
らを表現することが
できる。

・生涯を通じて心身の
健康の保持増進を目
指し、明るく豊かな
生活を営むことがで
きる。

２

・感染症の多くは、発生源をなくすこ
と、感染経路を遮断すること、主体
の抵抗力を高めることによって予
防できることを理解する。

・感染症から予防する態度を身に付
ける。

・感染症を予防するために有効な対策と
して、発生源をなくす、感染経路を断つ、
体の抵抗力を高めることがあることを
理解する。

３

・性感染症を理解する。
・性感染症の現状は若年層の感染が
多いこと、身体への影響を理解し、
性的接触での予防する態度を身に
付ける。

・若い世代へ広がる性感染症や性感染症
の予防について理解する。

４
本時

・エイズの病原体と感染経路、特徴を
理解する。

・ＨＩＶ感染が若い世代に増えてい
ることから、予防法を考える。

・エイズの病原体と感染経路、エイズの
特徴、ＨＩＶ感染の予防方法について理
解する。

５ ・保健・医療機関の利用について知る。
・健康の保持増進や疾病予防の役割を担
っている保健・医療機関とその利用につ
いて理解する。

６ ・医薬品の利用について知る。 ・医薬品の正しい使用について理解する。

７ ・個人の健康を守る社会の取組につ
いて知る。

・個人の健康と社会的な取組との関わり
について理解する。

４ 本時の指導（全７時間中の４時間目）
 (1) 指導のねらい
・ＨＩＶの特徴を知り、理解できるようにする。
・ＨＩＶの感染予防方法を考えることができるようにする。

 (2) 学習方法
・資料を読み取り、グループでの対話から答えを考え、導き出す。
・資料を読み取り、患者に応じて様々な状況があることを認識する。

 (3) 評価規準
・ＨＩＶとエイズの特徴を理解している。
・ＨＩＶに感染しないための予防法を考えている。

(4) 指導上の配慮事項
・日本において、若い世代のＨＩＶ感染者が増え続けていることから、次世代を担う自分たちが、ＨＩＶ感
染症と向き合うことで、正しい知識とともに社会の一員としての自覚をもたせる。

(5) 展開

段階 学習内容・活動 教師の支援 評価規準
１ 発問から病気へ
の関心をもち、本時
の説明を理解する。

○本時のねらいと、進め
方を理解させる。

２ 感染者情報シー
トから、ＨＩＶの特
徴を考え、ワークシ
ートの答え合わせ
をする。

３ ＨＩＶの特徴か
ら、感染の予防を考
える。

４ 予防法を知る。

○グループごとに、ワー
クシートを活用し、患
者の概要からＨＩＶの
特徴を見付けるように
促す。

○解答を照らし合わせな
がら、解説を加え、理
解を深めさせる。

○解答であるＨＩＶの概
要から、感染の予防を
考えさせる。

○日常生活では感染せ
ず、体液や血液が傷口
や粘膜から感染するこ
とを理解させ、予防法
の模範を示す。

●ＨＩＶとエイズの特
徴を理解している。

●ＨＩＶに感染しない
ための予防法を考え
ている。

導
入

展
開

ま
と
め

５ 学習のまとめを
する。

○理解した疾病概念や感
染経路から、正しい行
動の仕方（予防法や検
査等）についてまとめ
させる。

指導のポイント

指導上の留意点
・患者によっていろ
いろな症状や特徴
があることを伝え
させる。

・ワークシートの答
え合わせについて
は、正しい知識を
解説し、習得させ
る。

・指導に際しては、
生徒の発達の段階
を踏まえること、
学校全体での共通
理解を図ること、
保護者の理解を得
ることなどに配慮
する。

エイズの予防について考えよう。

指導事例７

健康な生活と疾病の予防について、課題を発見し、その解決を目指した活動を通して、次の事項を身に付
けることができるよう指導する。
ア 健康な生活と疾病の予防について理解を深めること。
ｵ 感染症は、病原体が主な要因となって発生すること。また、感染症の多くは、発生源をなくすこと、
感染経路を遮断すること、主体の抵抗力を高めることによって予防できること。
ｶ 健康の保持増進や疾病の予防のためには、個人や社会の取組が重要であり、保健・医療機関を有効に
利用することが必要であること。また、医薬品は、正しく使用すること。

イ 健康な生活と疾病の予防について、課題を発見し、その解決に向けて思考し判断するとともに、それら
を表現すること。

【情報シート】

導入の工夫等
・学びの連続性を意
識し、小学校の学
習内容を振り返ら
せる。

 

人
項目 Ａさん Ｂさん Ｃさん Ｄさん Ｅさん Ｆさん

（１） 病名 感染 エイズ 感染 エイズ 感染 感染

（２） 性別 男性 女性 女性 男性 男性 男性

（３）
感染経路
（原因） 性的接触 性的接触 不明 性的接触 性的接触 性的接触

（４） 感染時期 歳４カ月 歳０カ月 歳８カ月 歳０カ月 不明 歳６カ月

（５） 発症時期 していない 歳４カ月 していない 歳０カ月 していない していない

（６）

発見 認知 時期 歳２か月 歳５か月 歳３カ月 歳４カ月 歳２か月 歳３カ月

発見 認知 方法
保健所の
検査

診察・検査
結婚を機に
検査

診察・検査
パートナー
にすすめら
れて検査

保健所の
検査

（７） 現在の年齢 歳２カ月 歳１カ月 歳 歳４カ月 歳 カ月 歳７カ月

エイズの予防～患者情報からＨＩＶ・エイズの特徴を考えよう～
３年 組 番 氏名
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実
践
編【
中
学
校
】

大人計画（多様な生き方）
対象：３学年 教科・領域等：特別の教科 道徳

１ 教育課程上の位置付け
第３学年 特別の教科 道徳「C 公正、公平、社会正義」
正義と公正さを重んじ、誰に対しても公平に接し、差別や偏見のない社会の実現に努めること。

２ 主題設定の理由
性をめぐる今日的な課題に、「子供たち一人一人が、意思をもって将来のライフプランを考える必要性や多様な性へ

の理解を深める必要性」などが挙げられている。自分の将来に思いをはせるとともに、他人の生き方や在り方を知り、
尊重する心を育て、生徒が公正公平な社会生活を営めるようにしたいと考え、主題を設定した。

３ 指導計画
時 ねらい 学習内容 評価の視点

１
本時

・自分自身の未来をイメージし、可
能性としての思いや考えを表現
させる。

・多様な生き方があることについて
理解させ、他者の考えや思いを尊
重する心を養い、差別や偏見をも
たない心を育てる。

・自分の将来についてイメージす
る。

・他者の意見を傾聴し、尊重する。
・多様な生き方があることを気付か
せ、尊重することの大切さを考え
る。

・将来について自分の考えをもち、
友達の考えを聞くことにより、差
別や偏見のない社会の実現につ
いて考えを深めている。

４ 本時の指導
(1) 指導のねらい
・他者の考えや思いを尊重する心を養い、多様な生き方があることを学び、尊敬する心を育てる。

(2) 学習方法
・授業者が本時のねらいを伝えた上で、自分の将来についてイメージさせる。色々な内容でテーマを決める。
・グループで、リーダーが司会進行を務め、一人一人がグループ全員に自分の意見を伝える。筆記具を用意し、グルー
プでイメージマップを作成する。

・いくつかのグループの内容を紹介し、少数意見にも注目する。

(3) 評価の視点
・将来について自分の考えをもち、友達の考えを聞くことにより、差別や偏見のない社会の実現について考えを深める
ことができる。

(4) 指導上の配慮事項
・個々の家庭環境や状況に配慮する。
・いろいろな意見や考えが出るように、友達の意見を否定しないことを事前に伝える。

 (5) 展開
段階 学習内容・活動 教師の支援 評価の視点

１ 本時のねらいについ
て確認する。
・20 年後の生活につい
てイメージする。

○生徒自身が１年後、３年
後、５年後それぞれ、ど
んな生活をしているか
考えさせる。

○20 年後の生活や生き方
について、どのような可
能性があるか具体的に
イメージするように伝
える。

２ グループで、20 年後
にどのような生活が考
えられるのかイメージ
マップを広げる。
①模造紙の中央に「20
年後の生活」と書く。

②「20 年後の生活」か
ら、浮かぶ項目を書き
出す。

③項目から考えられる
ことを想像し、イメー
ジマップを広げる。

３ イメージマップの中
で、自分ならどんな選択
が考えられるのかマッ
プに書き込む。

４ 様々な考え方があり、
自分とは異なる生活が
あることを知る。

５ 発問に対して自分の
考えをまとめる。

○グループで、リーダーを
中心にイメージマップ
を広げさせる。

○テーマを共有できるよ
うに、適宜、紹介したり、
発表させたりする。

○友達の意見を否定しな
いことを事前に伝える。

○いろいろな意見を発表
させるようにし、自分と
は異なる考えや意見が
あることに気付かせる。

●将来について自分の考
えをもち、友達の考えを
聞くことにより、差別や
偏見のない社会の実現
について考えを深める
ことができる。

導
入

展
開

終
末

６ 今日の授業を振り返
る。

○今回の授業で感じたこ
と、考えたこと、これか
らの生き方についてワ
ークシートに書かせる。 

指導のポイント

導入の工夫等
・本時のねらいを明
確にする。

指導事例８

様々な生活の中で、差別や偏見のない社会の実現のためには、どんなことがで
きるか考えよう。

個人差への配慮、個
別指導について
・それぞれの考えや
意見について、正
解や間違えはない
こと、皆の価値観
や思いが異なって
いてよいことを伝
える。

【イメージマップの例】

公務員

仕事
 

家族
 

 

芸能人

20年後の生活 

  
スポーツ
 

趣味
 

指導上の留意点
・イメージマップは
項目を自由に書か
せ、項目から考え
られることを広げ
させていく。

社会的側面
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大人計画（多様な生き方）
対象：３学年 教科・領域等：特別の教科 道徳

１ 教育課程上の位置付け
第３学年 特別の教科 道徳「C 公正、公平、社会正義」
正義と公正さを重んじ、誰に対しても公平に接し、差別や偏見のない社会の実現に努めること。

２ 主題設定の理由
性をめぐる今日的な課題に、「子供たち一人一人が、意思をもって将来のライフプランを考える必要性や多様な性へ

の理解を深める必要性」などが挙げられている。自分の将来に思いをはせるとともに、他人の生き方や在り方を知り、
尊重する心を育て、生徒が公正公平な社会生活を営めるようにしたいと考え、主題を設定した。

３ 指導計画
時 ねらい 学習内容 評価の視点

１
本時

・自分自身の未来をイメージし、可
能性としての思いや考えを表現
させる。

・多様な生き方があることについて
理解させ、他者の考えや思いを尊
重する心を養い、差別や偏見をも
たない心を育てる。

・自分の将来についてイメージす
る。

・他者の意見を傾聴し、尊重する。
・多様な生き方があることを気付か
せ、尊重することの大切さを考え
る。

・将来について自分の考えをもち、
友達の考えを聞くことにより、差
別や偏見のない社会の実現につ
いて考えを深めている。

４ 本時の指導
(1) 指導のねらい
・他者の考えや思いを尊重する心を養い、多様な生き方があることを学び、尊敬する心を育てる。

(2) 学習方法
・授業者が本時のねらいを伝えた上で、自分の将来についてイメージさせる。色々な内容でテーマを決める。
・グループで、リーダーが司会進行を務め、一人一人がグループ全員に自分の意見を伝える。筆記具を用意し、グルー
プでイメージマップを作成する。

・いくつかのグループの内容を紹介し、少数意見にも注目する。

(3) 評価の視点
・将来について自分の考えをもち、友達の考えを聞くことにより、差別や偏見のない社会の実現について考えを深める
ことができる。

(4) 指導上の配慮事項
・個々の家庭環境や状況に配慮する。
・いろいろな意見や考えが出るように、友達の意見を否定しないことを事前に伝える。

 (5) 展開
段階 学習内容・活動 教師の支援 評価の視点

１ 本時のねらいについ
て確認する。
・20 年後の生活につい
てイメージする。

○生徒自身が１年後、３年
後、５年後それぞれ、ど
んな生活をしているか
考えさせる。

○20 年後の生活や生き方
について、どのような可
能性があるか具体的に
イメージするように伝
える。

２ グループで、20 年後
にどのような生活が考
えられるのかイメージ
マップを広げる。
①模造紙の中央に「20
年後の生活」と書く。

②「20 年後の生活」か
ら、浮かぶ項目を書き
出す。

③項目から考えられる
ことを想像し、イメー
ジマップを広げる。

３ イメージマップの中
で、自分ならどんな選択
が考えられるのかマッ
プに書き込む。

４ 様々な考え方があり、
自分とは異なる生活が
あることを知る。

５ 発問に対して自分の
考えをまとめる。

○グループで、リーダーを
中心にイメージマップ
を広げさせる。

○テーマを共有できるよ
うに、適宜、紹介したり、
発表させたりする。

○友達の意見を否定しな
いことを事前に伝える。

○いろいろな意見を発表
させるようにし、自分と
は異なる考えや意見が
あることに気付かせる。

●将来について自分の考
えをもち、友達の考えを
聞くことにより、差別や
偏見のない社会の実現
について考えを深める
ことができる。
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６ 今日の授業を振り返
る。

○今回の授業で感じたこ
と、考えたこと、これか
らの生き方についてワ
ークシートに書かせる。 

指導のポイント

導入の工夫等
・本時のねらいを明
確にする。

指導事例８

様々な生活の中で、差別や偏見のない社会の実現のためには、どんなことがで
きるか考えよう。

個人差への配慮、個
別指導について
・それぞれの考えや
意見について、正
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指導上の留意点
・イメージマップは
項目を自由に書か
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られることを広げ
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